
─1��─

九州看護福祉大学紀要ç7PM��22
ç/P�1（令和 3 年度）

ᶗɽ͸͡Ίʹ

　2�1�年຤に中ࠃでॳめて感染ྫが報告された新型
コロナウイルス（Ҏ下、$07*%�1�）はॠく間にੈ
քに広がり、զがࠃにおいても2�2�年̍月に感染ྫ
が報告され、４月Ҏ߱は大౎ࢢを中৺に感染拡大し、
̓౎෎ݝを対৅にࣄٸۓଶએݴが発令された。３月
２೔にはय़ٳΈまでখ中ߴ౳学ߍのશࠃ一੪ྟ時ٳ
に拡大ࠃがશݴଶએࣄٸۓも࢝まり、４月൒͹にߍ
されるに൐い、大学でもΦンϥインによる遠隔授業
や՝֎活動の中ࢭなどӨڹをडけるࣄଶとなった̍）。

　看護ૅج教育ではٛߨ・演習で学んだことを౷߹
し、看護師にඞ要な஌ࣝ・ٕज़・ଶ度を修得するた
めに実習が重要な科໨となっているが、$07*%�1�
の感染拡大によりྟ地実習がࠔ೉になることが༧ଌ
された。本学看護学科ではྟ地実習をどのよ͏に実
の実習をظするかྖҬ代ද者会ٞが։かれ、̍学ࢪ
す΂て学内実習とし、それҎ߱の実習については感
染状況を֬認し、実習ࢪઃと協ٞの͏えでྟ地また
は学内実習のܾ定をすることとなった。
　$07*%�1�の感染状況はࠁ々とมԽするため༧ଌ
が೉しく、一୴収まってもいつまた拡大するかわか
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 ̡ ཁ　ࢫʳ
　2�2�年度、$07*%�1�の感染拡大に൐いྟ地実習がࠔ೉な状況となることが༧ଌされた。看護学
科では、̍学ظの実習をす΂て学内実習とすることになり、฼性看護学実習でもै来のྟ地実習を
２ि間ల։する実習かΒ感染状況にॊೈに対応できるよ͏な実習の૊Έ立てをするඞ要があった。
そこで、̍ि໨にྟ地実習または学内実習で看護աఔをల։し、２ि໨に看護աఔをల։したྫࣄ
に対する看護έアの実ફ演習とし、シミュレーション演習を行った。その結果、$07*%�1�の感染
拡大によりಥવ実習が中ࢭとなった場߹でもࠞཚなく実習をਐめることができた。また、̍ྫࣄを
２ʙ３໊の学生でड持ͪ、学生ಉ士で情報やアηスϝントをڞ༗しྫࣄの理解につなげるとともに、
教員がࢦಋ者の代わりとなってྫࣄに関するॿݴを行͏ことでྟ地とのࠩをຒめることができ、実
習໨త・໨ඪのୡ成度においてもྟ地実習と学内実習で大ࠩはなく、感染༧๷と྆立して学習効果
を上げることができた。学内実習では看護աఔのల։や演習に時間త༨༟を持ってऔり૊めた൓໘、
໛ٖྫࣄとい͏限քかΒリアリティにܽけ、情報収集やアηスϝント、演習においてࠩがग़た。今
後、֎෦との協ಇや工夫により学習効果をߴめるํ法をݕ౼するඞ要がある。また、看護աఔのల
։においては学生の஌ࣝ֫得状況がӨڹしており、ࣄલ学習をさΒに充実さͤるඞ要がある。感染
༧๷対ࡦについては、पظ࢈における感染のಛ௃を౿まえた༧๷の重要性を認ࣝした͏えでج本త
な༧๷ࡦにՃえ、実習２ि間લかΒの健康࡯؍・行動ཤྺのه࿥と֬認やີࡾの回ආを行い、感染
者をग़すことはなかった。一ํで、ମ調ෆ良時の報告・࿈བྷ・૬ஊମ制のप஌పఈをਤったが、一
෦報告がなかった学生がありࢦಋを要した。今後は学生に対し、報告す΂き঱状や状ଶを۩ମతに
説໌し、理解を得るඞ要がある。

Ωʔϫʔυɿ$07*%���ɺ฼ੑ看護学࣮शɺ୅ସ学಺࣮शɺײછ༧๷ɺ看護աఔ
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̍ɼˎ 九州看護福祉大学看護福祉学෦　看護学科、２ɼˎ 元九州看護福祉大学看護福祉学෦　看護学科

九州看護福祉大学紀要
7PM��22
�/P�1
�1��ô11�（2�21）

p105-110 sonota-11.indd   105 2022/03/10   18:23:35



─1��─

新型コロナウイルス感染঱禍における฼性看護学実習の工夫と՝୊

Βない状況であり、ྟ地実習、学内実習どͪΒに
なっても感染༧๷を行い、Մ能な限り学習効果を下
げͣ、実習໨త・໨ඪをୡ成できるよ͏にするඞ要
があった。そのために฼性看護学実習では、感染༧
๷をલఏに実習内容のมߋと工夫を行ったので報告
する。

ᶘɽײછରࡦ

　看護学科では実習ӡӦ委員会でʰྟ地実習におけ
る新型コロナウイルス感染঱対جࡦ本ํ਑ʱをࡦ定
し、それにଇして฼性看護学実習でも感染対ࡦを行
い、実習ࢪઃと協ٞの͏え実ࢪした。対応ࡦはࢪઃ
によりएׯの૬ҧがあるが、ڞ௨することとして۩
ମతには、実習２ि間લかΒの健康ه࡯؍࿥・行動
ཤྺه入と内容֬認、ମ調ෆ良時の報告・࿈བྷ・૬
ஊとड診のపఈ、マスクண用ٴび手ચい・手ࢦফಟ
のపఈ、ߋҥࣨ・ࣨܜٳを࢝めとする実習場でのࡾ
ີの回ආ、ΧンϑΝレンスにおける場所と時間の工
夫などである。
　学内実習においては、上هにՃえ、中نٛߨ໛の
ෳ਺教ࣨの֬保（̍教ࣨ౰たり３ʙ໊̒）、教ࣨ内
における学生間のڑ཭の֬保（２ϝートルҎ上）と
ఏࣔ・໰診౳におྫࣄ定、ΧンϑΝレンスやݻ੮࠲
ける ;00. 。用を行った࢖

ᶙɽ࣮शͷ֓ཁͱ࣮शͷ૊Έཱͯ

̍ɽ࣮शશମͷ֓ཁ
　本学の฼性看護学実習の໨త・໨ඪをද̍にࣔす。
実習ظ間は２ि間で、ප౩ٴび࢈科֎来での実習で
ある。学生はड持ͪの看護աఔల։を中৺に、฼子
やՈ଒に行われている看護実ફについて学Ϳととも
に、対৅者へのྙ理త഑ྀやνーϜナーシンάにお
ける看護師の໾ׂについても࡯ߟする。

̎ɽײછରࡦΛྀ࣮ͨ͠ߟशͷ૊Έཱͯ　
　ै来、฼性看護学実習は２ि間にわたりྟ地での
実習を行い、̍ि໨にड持ͪの看護աఔల։、２ि
໨に࢈科֎来や̍ि໨にମݧできなかった߲໨につ
いてݟ学や実ࢪを行ってきた。しかし、2�2�年度は
$07*%�1�の感染拡大に൐い、ྟ地実習そのものが
ෆՄ能となったり、また࠶։できたとしてもいつま

た学内実習になるかわかΒない状況であったことか
Β、２ि間の実習をҎ下のよ͏に૊Έ立てた。ྟ地
実習と学内実習で行͏実習内容・ํ法をද２にࣔす。

̍ि໨ɿྟ地実習または学内実習
　ྟ地実習の場߹、ප౩実習とし２໊の学生で̍૊
の฼子をडけ持ͪ、看護աఔをల։する。ୠし、実
習ࢪઃによりड持ͪྫࣄがない場߹は、೛්健康診
査をड診する೛්のಉҙを得て情報を収集し、看護
աఔをల։する。ྟ地実習では、ॳ೔にड持ͪをܾ
定して情報収集し、ཌ೔に学内で収集した情報の੔
理とෆ଍情報の֬認をする。情報収集やアηスϝン
トは、Χルテやड持ͪとのかかわりを௨して行い、
看護໰୊のநग़、看護ܭ画立Ҋまで実ࢪし、看護の
ࢦಋ者かΒࢦऴ೔に࠷し、実習࡯ߟ性について޲ํ
ಋ・ॿݴをもΒ͏。ܭ画した看護は２ि໨の学内実
習でシミュレーション演習にて実ࢪする。
　学内実習の場߹は、２໊ないし３໊で̍つのϖー
ύーϖーシΣントの看護աఔをల։する。
２ि໨ɿ学内実習
　̍ि໨にडけ持った対৅者またはϖーύーϖー
シΣントにܭ画した看護をシミュレーション演習で

ද̍　฼ੑ看護学࣮श目త・目ඪ
実習໨త

　฼性看護学で学んだ஌ࣝ、ٕज़を౷߹し、पظ࢈における฼子とՈ଒に
対し、਎ମత・৺理త・社会తಛ性を理解し、ݸผతな看護を実ફするた
めのૅجత能力を養͏。また、リϓロμクティϒϔルスʗϥイツの؍఺かΒ、
पظ࢈における女性および子ども・ύートナーの生֔を௨じた健康支援の
ඞ要性と看護について࡯ߟする。

実習໨ඪ

1�ɽपظ࢈の฼子とՈ଒の਎ମత・৺理త・社会తಛ性を理解し、各ظのద
応のաఔを໌Βかにすることができる。

1）೛৷ظ、෼ส࢈、ظ᧘ظ、新生ظࣇの生理をड़΂ることができる。

2）対৅者の਎ମత・৺理త・社会తಛ性をهड़できる。

2�ɽपظ࢈の฼子とそのՈ଒のχーζを໌Βかにし、҆શ ŋ ָ҆をྀߟした
έアをݟ学もしくは実ફし、ධՁできる。

3�ɽ฼子とՈ଒の健康に関わる看護者の໾ׂと੹೚を自֮した行動をとり、
฼子保健ҩ療νーϜϝンバーとして࿈ܞ・協力するํ法を࡯ߟできる。

1�）生໋のଚݫや対৅者のଚ重について認ࣝをਂめ、ྙ理త഑ྀを持った
ଶ度と行動がとれる。

2�）पظ࢈の฼子とそのՈ଒をऔり巻く社会システϜおよび地Ҭ社会にお
けるαポートݯࢿと೛৷ظかΒのแׅతなܧଓ看護のඞ要性についてߟ
。できる࡯

3�）฼子保健ҩ療νーϜϝンバーとしてద੾なਓ間関係を࡞り、報告 ŋ ࿈
བྷ ŋ ૬ஊができる。

��）άルーϓの中でリーμーシοϓ、ϝンバーシοϓを発شし、協力する
ことができる。

��）看護学生としてج本తな行動がとれる（ѫݴ、ࡰ༿ݣい、਎だしなΈ、
時間をकることなど

�ɽ自己の学習աఔをৼり返り、今後の学習՝୊を໌Βかにすることができる。

1�）自己の行動やؾ持ͪをৼり返り、ه࿥やΧンϑΝレンスなどでදݱで
きる。

2）今後の学習՝୊についてड़΂ることができる。
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行͏。
　演習で行͏看護ٕज़は、ड持ͪに実ࢪすることを
૝定し、᧘්の健康࡯؍、新生ࣇの健康࡯؍、ᔓཋ、
᧘්に対する保健ࢦಋ、ٴび೛්健康診査である。
ୠし、̍ि໨にྟ地実習ができた場߹は、対৅者に
実ࢪしたٕज़߲໨は演習しないこととした。演習で
は、新生ࣇҎ֎は教員が೛්࢈໾となり、学生は
ロールϓレイを行͏。各演習実ࢪ後はその場でৼり
返りをするとともに、学生の自己ධՁと教員のධՁ
を行い、学生へのϑィーυバοクとする。
ऴΧンϑΝレンスでは、各自がల։したड持ͪ࠷　
、を行い׵ަݟ発දし、ҙྫࣄの看護についてྫࣄ
学びのڞ༗をਤる。また、実習での学びをまとめ、

࣍の実習へ޲け自己の՝୊と解ܾࡦについて発දす
る。

ᶚɽײછ༧๷ͷ޻෉

̍ɽ࣮शલͷ޻෉
　本学では３年࣍のྖҬ実習に関࿈した演習科໨と
して実習લに看護ઐ໳演習ᶗを։ߨしている。
　฼性看護学ྖҬでは看護ઐ໳演習ᶗで、ಛにप࢈
.における感染༧๷について各自調΂、;00ظ を
ってάルーϓディスΧοションを行い、結果をά࢖
ルーϓごとに発දした。
　पظ࢈の対৅者である೛්࢈と新生ࣇは感染๷御
能がऑく、қ感染状ଶにあることかΒಛผな഑ྀػ
がඞ要である。とりわけ೛৷中の感染は଻ࣇ・新生
の生໋༧後に௚結するためあΒΏる感染঱に対しࣇ
๷御が重要となる。また、෼สにおいては݂ӷや༽
ਫ、଻൫、࢈᧘ظではೕोやѱ࿐など感染ݯとなる
ମӷに৮れるػ会が多いことかΒҩ療者自਎を感染
かΒकることも重要となる。
　感染༧๷のج本は他ྖҬとมわΒないが、本演習
では、पظ࢈における感染のಛ௃や༧๷のඞ要性を
理解した͏えで、ݸਓ・૊৫૒ํにおいてどのよ͏
な感染༧๷ࡦがඞ要かを֬認することができた。
　
̎ɽ࣮शதͷ޻෉
　実習ॳ೔のΦリエンテーションでスλンμーυϓ
リコーションについて෮習し、衛生学త手ચい、マ
スク૷ண୤、ΨウンテクχοクをνΣοクした。ま
た、実習中の手ચいや手ࢦফಟのλイミンάとํ法
についても֬認し、実習中は各学生に手ࢦফಟ用ア
ルコールをܞଳさͤた。
　ྟ地実習では、実習ࢪઃの感染༧๷マχュアルに
Ԋって行動し、ड持ͪ対৅者との઀৮は࠷খ限とし、
スλοϑとともに訪ࣨしέアを実ࢪした。Χルテの
Ӿཡにおいては、ີになΒないよ͏ڑ཭を保てる場
所でのӾཡとし、̍ʙ２໊のগਓ਺で時間を۠੾っ
て情報収集した。また、ΧンϑΝレンスはਓ਺に応
じ２ϝートルҎ上のڑ཭がऔれる෦԰を࢖用し1�෼
Ҏ内とした。その他、ߋҥࣨやࣨܜٳなどの࢖用に
౰たっては、各ࢪઃと૬ஊし時間ࠩでの࢖用や会࿩
の制限を行った。
　࣍に、学内実習において工夫した఺についてड़΂

ද̎　ྟ஍࣮शɺ学಺࣮शͰ࣮͏ߦश಺༰・ํ๏

実習内容 ྟ地実習
（1ि໨ྟ地、2ि໨学内）

学内実習
（1ɼ2िとも学内）

看
護
過
程
の
展
開

ड持ͪํ法
と対৅ྫࣄ

1૊の฼子を2໊でड持ͪ
原ଇとして正ৗなܦաをたど
るローリスクྫࣄが対৅だが、
入Ӄ状況によりハイリスクࣄ
ྫも対৅

1૊の฼子ྫࣄを2ʙ3໊でड持
ͪ
原ଇとして正ৗなܦաをたど
るローリスクྫࣄが対৅

情報収集・
੔ 理1࣍ ア
ηスϝント

ి子Χルテ、฼子健康手ா、
؍びड持ͪへの໰診や健康ٴ
かΒ情報収集し、ΰーυン࡯
の࿮૊Έにそって੔理し1࣍ア
ηスϝント

ఏࣔされたϖーύーϖーシΣ
ントの情報、ロールϓレイに
よる໰診・健康࡯؍かΒ情報
収集し、ΰーυンの࿮૊Έに
そって੔理し1࣍アηスϝント

౷߹アηス
ϝント看護
໰୊のநग़

1࣍アηスϝントにͮجき౷߹
アηスϝントを実ࢪして関࿈
ਤを࡞成し、看護໰୊をநग़

ಉࠨ

看護໨ඪઃ
定看護ܭ画
立Ҋ

ड持ͪの看護໰୊に対する看
護໨ඪઃ定、看護ܭ画の立Ҋ

ϖーύーϖーシΣントの看護
໰୊に対する看護໨ඪઃ定、
看護ܭ画の立Ҋ

実ࢪ・ධՁ
立Ҋした看護ܭ画の実ࢪ
ಋ者とࢦごとにྟচࢪ画実ܭ
ৼり返りධՁ

シミュレーション演習で実ࢪ
（฼性看護ٕज़実ࢪ内容参র）
シミュレーション演習ごとに
教員とৼり返りධՁ

母
性
看
護
技
術

೛්健康診
査

֎来実習でݟ学または一෦実
ࢪ

（໰診、子宮ఈ長・ෲғଌ定、
レΦポルυෲ෦৮診、଻ࣇ৺
ഥ਺ௌऔ、ුजの࡯؍）
または2ि໨にఏࣔされた೛්
に対するシミュレーション演
習

ఏࣔされた೛්ྫࣄの情報収
集アηスϝント、೛්健診ܭ
画を立Ҋ後、シミュレーショ
ン演習（೛්໾の教員を૬手
にロールϓレイ）す΂ての؍
ࢪ໨を実߲࡯
演習の中で೛්かΒの質໰へ
の応౴、保健ࢦಋも実ࢪ

᧘්の健康
࡯؍

ड持ͪ᧘්の健康࡯؍実ࢪ
（バイλルαインଌ定、子宮収
ॖ状ଶ࡯؍、授ೕݟ学・ೕ๪
ड持ͪ˰࡯؍શ਎状ଶ、࡯؍
のडけ入れ状ଶ、ܦաにより
一෦のΈ実ࢪ）
または、2ि໨にड持ͪ᧘්を
૝定したシミュレーション演
習

ϖーύーϖーシΣントを૝定
したシミュレーション演習

（᧘්໾の教員を૬手にロール
ϓレイ）
す΂ての߲࡯؍໨を実ࢪ
演習の中で᧘්かΒの質໰へ
の応౴も実ࢪ

新生ࣇ健康
࡯؍

ड持ͪࣇの健康࡯؍実ࢪ
（バイλルαインଌ定、ମ重ଌ
定、શ਎࡯؍）
または2ि໨にड持ͪࣇを૝定
したシミュレーション演習

ϖーύーϖーシΣントを૝定
したシミュレーション演習

（Ϟデルਓܗを࢖ったバイλル
αインଌ定とશ਎࡯؍の実ࢪ）

ᔓཋ
ड持ͪࣇまたは他新生ࣇのᔓ
ཋをݟ学
または2ि໨にड持ͪࣇを૝定
したシミュレーション演習

ϖーύーϖーシΣントを૝定
したシミュレーション演習

（Ϟデルਓܗを࢖ったᔓཋ実
（ࢪ

᧘්への保
健ࢦಋ

ड持ͪへの保健ࢦಋをݟ学
（育ࢦࣇಋ、ୀӃࢦಋ、授ೕࢦ
ಋ）
2ि໨にड持ͪ᧘්を૝定した
シミュレーション演習（ࢦಋ
成࡞画ॻ・シナリΦ、ഔମܭ
ؚむ）

ϖーύーϖーシΣントの看護
໰୊に対するࢦಋܭ画߲໨の
画ॻ・シナリΦ、ഔମܭಋࢦ
を࡞成し、シミュレーション
演習（ࢦಋܭ画ॻ・シナリΦ
にԊって᧘්໾の教員に実ࢪ）
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る。
　௨学時間ଳのࠞࡶをආけΒれるよ͏に実習時間を
1�時ʙ1�時とした。ྫࣄのఏࣔٴび情報収集、໰診、
中間ٴび࠷ऴΧンϑΝレンスについては、ඞ要に応
じてΦンϥインを࢖用するなど、࠷খ限の઀৮とし
た。学生かΒの質໰への対応や実習ه࿥の֬認とࢦ
ಋはΩϟンύススクエアˎ̍）やϝールをར用して
行った。
　また、シミュレーション演習については、実習ࣨ
を᧘්、新生ࣇ、೛්に対するٕज़演習３ϒースに
෼け、ີ集しないよ͏に഑ஔした。学生はผࣨで଴
し、一ਓͣつ演習できるよ͏時間഑෼を行って։ػ
࢝時間までに実習ࣨへ来るよ͏にして઀৮しないよ
͏工夫した。

ᶛɽ学಺࣮शʹ͓͚Δ看護աఔͷల։

　看護աఔをల։するྫࣄは、す΂て正࢈ظ後の฼
子で、࢈科߹ซ঱がなく࢈後のج本తな看護がల։
できるものとし、̑ྫࣄを࡞成した（ද３参র）。
　ᶃʙᶇのྫࣄかΒ実習άルーϓごとに教員が３ʙ
ྫࣄの֓要について説໌し、各ྫࣄ、બ୒しྫࣄ４
に対しબ୒できる学生਺をࣔし、２໊ないし３໊で
ಉじྫࣄをडけ持ͪ、看護աఔをల։した。
、のఏࣔと情報収集については、౰ॳྫࣄ　
;00. のڞ༗ػ能を࢖い、ి子ΧルテかΒの情報

収集にۙいܗで行った。しかし、各学生の஌ࣝの定
ண度はݸਓࠩが大きく、学生により情報収集に要す
る時間がҧ͏こと、対応する教員のマンύϫーෆ଍
かΒ11月Ҏ߱はࢴഔମによる情報ఏڙとした。また、
情報収集に౰たり、ྫࣄに対するٙ໰には各教員が
対応し、ෆ໌఺がないよ͏にした。
　一௨り情報を収集した時఺で、学生がとΒえたड
持ͪྫࣄの֓要について各自発දし、対৅者の՝୊
について࿩し߹った。࠷ॳの情報収集後にҙ׵ަݟ
することにより、学生によって対৅者や՝୊のとΒ
えํにҧいが生じていることを理解し、その後の情
報੔理やアηスϝントにつなげることができた。
　その後、一୴収集した情報の੔理とෆ଍情報の֬
認を行い、対৅᧘්໾である教員へ໰診することで
情報の௥Ճ収集を行った。໰診に౰たっては、ಉじ
いに収集した情報とアޓをडけ持つ学生ಉ士でྫࣄ
ηスϝントの։ࣔ、ڞ༗を行い、ඞ要な໰診内容を
੔理し、どのよ͏なํ法で໰診するかܭ画を立てて
実ࢪした。なお、໰診については、看護աఔをల։
する中でඞ要性が生じたΒいつでもできるよ͏にମ
制を੔えた。
　࣍に、໰診までの情報収集がऴྃした時఺で一࣍
アηスϝントを行い、情報ಉ士の関࿈をߟえ関࿈ਤ
を࡞成して対৅者のશମ像を೺Ѳし、看護໰୊をந
ग़した。この時఺で、ここまでの内容を要約して中
間ΧンϑΝレンスで発දし、ҙ׵ަݟを行い、看護
のํ޲性を֬認した。学生は、それをもとにඞ要な
修正を行い、看護ܭ画を立Ҋした。
　一࣍アηスϝント、関࿈ਤ、看護໰୊のநग़、看
護ܭ画の立Ҋについては、各学生のਐ度に応じて
Ωϟンύススクエアに投稿してもΒい、その౎度教
員が内容を֬認してコϝントし、ࢦಋ・ॿݴを行っ
た。学生は教員かΒのࢦಋ・ॿݴにͮجいてه࿥内
容を௥Ճまたは修正し、ٙ໰఺はその౎度質໰して
画の立Ҋとシミュܭผ性を౿まえた看護ݸのྫࣄ
レーション演習につなげていった。
　各学生のࢦಋを行͏中で、ڞ௨してෆ଍している
఺や՝୊、ྫえ͹、対৅となる฼子だけでなく、そ
のՈ଒についてどのよ͏な情報を収集してアηスϝ
ントし、看護໰୊やܭ画に結びつけるかなど、શମ
に対してྟচٛߨを行い、対৅者をݟるࢹ఺を広げ、
よりશମ像の೺Ѳができるよ͏にした。

ද3　学಺看護աఔల։༻ྫࣄ
の֓要ྫࣄ ड持ͪ時ظ ໰୊఺

ᶃྫࣄ

3�代　ॳ්࢈　༧定೔௒
աのため༠発෼ส
֩Ո଒
औ得後৬場ٳ育・ٳ࢈
෮ؼ༧定
実฼他ք、ٛ෕฼他ݝ
ॅࡏ

᧘3೔໨࢈
ೕ಄෦の௧Έࠨணがෆ良でٵのࣇ
があるため授ೕにෆ҆がある
実฼は他քし、ٛ෕฼は遠ํのた
め育ࣇαポートମ制がෆे෼

ᶄྫࣄ
2�代　ॳ්࢈　૒଻೛৷
બ୒తෲࣜఇԦ੾։ज़
֩Ո଒　ୀӃ後2ि間は
実฼の手఻いあり

᧘�೔໨࢈
ॳ࢈で二ਓಉ時の子育て（授ೕそ
の他）にෆ҆がある
ୀӃ後のՈఉ内໾ׂ෼୲がܾまっ
ていない

ᶅྫࣄ

1�代　ॳ්࢈　シンάル
๬まない೛৷　೛්健
診ະड診
ඈびࠐΈग़࢈　྆਌・
ఋとಉډ

᧘2೔໨࢈

成、฼子関係ܗのड入れやѪணࣇ
成にෆ҆があるܗ
త໰୊があるࡁܦ
実෕฼との関係性がෆ໌で࢈後の
αポートମ制がෆे෼

ᶆྫࣄ
2�代　ॳ්࢈　ローリ
スク
֩Ո଒

᧘3೔໨࢈

ೕ಄ُ྾があり、ٵணが͏まく
いっていない
ॳめての育ࣇにയવとしたෆ҆が
ある
ୀӃ後のՈఉ内での໾ׂ෼୲がܾ
まっていない

ᶇྫࣄ

3�代　්࢈ܦ　第1子女
ࡀ1ࣇ
֩Ո଒
औ得後৬場ٳ育・ٳ࢈
෮ؼ༧定
実฼他ք、ٛ෕฼他ݝ
ॅࡏ

᧘3೔໨࢈

ᄨが長ଓきͤͣٵが຾りউͪでࣇ
長女とのҧいにෆ҆がある
長女とࣇとの関係性や長女のୀ行
৅などへのෆ҆があるݱ
実฼は他քし、ٛ෕฼は遠ํのた
め育ࣇαポートମ制がෆे෼
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ᶜɽ࣮शશମͷධՁͱޙࠓͷ՝題

̍ɽ࣮शͷ૊Έཱͯ
　$07*%�1�の感染拡大に൐い、ै来とはҟなる実
習の૊Έ立てをし、実ࢪした結果、実習શମを௨し
たྟ地ฒびに学内実習実ࢪ学生の内༁は、12�໊中、
ྟ地実習は�1໊（̍೔のΈྟ地実習11໊をؚむ）

（32ˋ）、学内実習��໊（��ˋ）であった。
　̍学ظはす΂て学内実習であったが、２学ظは原
ଇとしてྟ地実習を行った。しかし、結果తに実ࢪ
できた時ظは、̕月かΒ11月の約２か月で、12月に
入り、学内や実習ࢪઃに感染者がग़たこと、社会త
に感染が拡大޲܏になったことにより、12月中०Ҏ
߱はす΂ての実習が学内実習となった。中にはಥવ
の実習中ࢭによりྟ地実習かΒ学内実習にมߋされ
たクールもあり、ٸなมߋにも対応できる૊Έ立て
にしたことで、ࠞཚなく実習をਐめることができた。
　また、今回の実習の૊Έ立てを実習໨త・໨ඪの
ୡ成度かΒΈると、ධՁج準ʮ"� よくできた（গ
しのࢦಋ・ॿݴで΄とんどできる）、#� できた（গ
しのࢦಋ・ॿݴでできる）、$� ී௨（多くのࢦಋ・
ॿݴがあれ͹できる）、%� できなかった（多くのࢦ
ಋ・ॿݴがあってもできない）ʯにԊってධՁした
結果、ٴび実習࠷ऴ೔に行͏ධՁ໘઀かΒ総߹తに
Έて、ྟ地実習と代替学内実習で大ࠩがないことが
෼かった。
　पظ࢈では、୹ظ間に状ଶが大きくมԽする。多
くの学生は、そのมԽに対応しながΒड持ͪの看護
աఔをల։することにࠔ೉を֮える。学内実習では
Ώっくりと時間をとってड持ͪྫࣄの看護աఔをల
։し、アηスϝントにͮجいた看護ٕज़をシミュ
レーション演習で実ࢪできた。そのため、पظ࢈の
対৅者にඞ要なج本తな看護をじっくり学Ϳことが
できたとߟえる。
　一ํ、学内実習では教員が೛්࢈໾となって情報
収集のための໰診を行ったが、演じるとい͏఺にお
いて限քがあり、実ࡍの対৅者とのやりऔりでない
とわかΒないड持ͪのද情や൓応、会࿩の広がりか
Β໰診内容をਂめることが΄とんどできなかった。
そのため、収集した情報がΧルテ内容にภりશମ像
をつかΈにくいことにつながったՄ能性がある。
*$5 を活用した訪໰看護ステーションとの実習ͮ
くり２）、4LZQF を࢖ったࡏ୐療養者参Ճ型コミュχ

έーション演習３）や、ܶஂ໛ٖױ者を活用した実習４）

など様々な工夫をしている大学の報告もある。学内
実習をより充実したものとするために、本学でも֎
෦との協ಇによる実習ํ法をݕ౼していきたい。

̎ɽײછ༧๷ରࡦ
　看護ઐ໳演習ᶗで行ったपظ࢈における感染༧๷
に関する学習や、実習લのスλンμーυϓリコー
ションνΣοクは、学生の感染༧๷ҙࣝをߴめ、ମ
調؅理の重要性を認ࣝすることにつながった。その
ためか、実習中、ମ調ෆ良によりܽ੮した学生は、
ྟ地実習では໊̌だった。一ํで学内実習では໊̓
であった。後者ではಛにౙق実習ظ間にܽ੮者が集
中していたことかΒ、قઅతにମ調؅理が೉しかっ
たことがਪଌされる。学生は感染༧๷のඞ要性や重
要性を認ࣝし、ルールにैって༧๷行動がとれてい
た。また、ྫࣄఏࣔ、情報収集、໰診など、
;00. を࢖用して行ったこと、ࢦಋに౰たりΩϟ
ンύススクエアやϝールを活用したことにより、感
染༧๷がਤれ、実習中、$07*%�1�感染者はग़ͣ、
今回の感染༧๷対ࡦは一定の効果を発شしたといえ
る。
　一ํで、ମ調ෆ良時௚ͪに報告し૬ஊすることを
ಋしていたにもかかわΒͣ、঱状があるのにग़੮ࢦ
し、健康状ଶ֬認時に൑໌してそのまま実習を中断
さͤたものもあった。ී段かΒย಄௧がある学生や
ң௎をյしやすい学生にとっては、どのよ͏な঱状
があれ͹૬ஊするのか、໎͏఺があったのかもしれ
ない。$07*%�1�に限Βͣ、感染༧๷のためには、
Կか঱状があれ͹まͣは教員に૬ஊすることをप஌
పఈするඞ要がある。
　
3ɽ看護աఔͷల։
　学内では、໨のલでどんどんมԽしていく対৅者
ではないため、時間తにも৺理తにも༨༟を持って
看護աఔのల։にऔり૊める。また、ྫࣄఏࣔ、情
報収集、໰診など、;00. やࢴഔମを࢖用して行
い、ࢦಋに౰たりΩϟンύススクエアやϝールを活
用してਵ時対応したことにより、学生もݸผに૬ஊ
しやすく、ٙ໰の解ܾや新たなࢹ఺の広がりなど効
果がΈΒれた。さΒに、２ʙ３໊でಉじྫࣄをडけ
持ͪ、ޓいのه࿥をఏࣔしながΒ࿩し߹いを持つこ
とで情報収集内容やアηスϝントをڞ༗し、さΒに
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対৅者の理解がਂまった。ۙ年はগ子ԽのӨڹでྟ
地でも̍ྫࣄをෳ਺の学生でडけ持つことが૿え、
学生ಉ士で情報やアηスϝントڞ༗を行い、ྫࣄの
理解につなげている。Ճえてྟ地ではࢦಋ者かΒ௚
઀ྫࣄに関するॿݴをもΒ͏こともできる。学内で
も̍ྫࣄをෳ਺でड持ͪ、教員がࢦಋ者の代わりと
なってྫࣄに関するॿݴを行͏ことでྟ地とのࠩを
ຒめることにつなげることができたとߟえる。
　情報収集やアηスϝント能力においては各学生の
本తな஌جした。学生によってڹલ学習状ଶがӨࣄ
ࣝの習得状況にࠩがあり、ड持ͪ情報をલにしても
そのҙຯがऔれないものがݟࢄされ、ඞ要な情報が
ԿかわかΒないものもあった。また、アηスϝント
においては、Կをど͏෼ੳ・解ऍすれ͹よいか理解
できͣ、情報のਫ平Ҡ動にऴわる学生もあった。શ
ମతには、ࢦಋやॿݴによって一つͻとつの情報を
アηスϝントすることはできるよ͏になった。その
一ํで、収集した情報を関࿈さͤて౷߹しશମ像を
೺Ѳする力はऑい。この޲܏はྟ地、学内関係なく
本తな஌ࣝجલ学習においてࣄ௨しており、今後ڞ
の習得や看護աఔのల։学習を充実さͤるඞ要があ
る。

ᶛɽ͓ΘΓʹ

　$07*%�1�の感染状況はະだ収ଋがݟ௨ͤͣ、看
護の教育ݱ場も学生の学びの質を୲保した͏えでの
工夫がٻめΒれている。とりわけ、実習は、学生が

対৅者やࢪઃスλοϑと関わることで感染のݥة性
がߴい。今回、௨ৗҎ上に༧๷対ࡦをऔりながΒ学
習効果を下げないよ͏な実習の૊Έ立てを行い、Φ
ンϥインを活用した学内実習をܭ画し実ࢪした。そ
の中でいくつかの՝୊も໌Βかとなった。今後は、
学生かΒのධՁもऔり入れ、学֎とも協ಇしてより
学習効果をߴめる実習の工夫にऔり૊んでいきたい。

ʲ文ݙʳ

̍）�新型コロナウイルス感染঱ࣄٸۓଶએݴの֓要
ʛ内ֳ׭๪新型コロナウイルス感染঱対ࡦਪਐ
ࣨ�（DPSPOB�HP�KQ）ɼ2�21�����31��12�����

２）�ࣲ࡚美紀ɼ೔໺徳子ɼ؛஌ًɼ中ౡ恵美子ɼࠇ
୔উ඙ɼࠤ౻༑紀ɽ訪໰看護ステーションとつ
くりあげる *$5 を活用したࡏ୐看護学実習ɽ看
護教育ɽ2�2����7PM���1�/P��11�

３）�Ԭ本૒美子ɼ஑田௚ོɼՏ໺あΏΈɼ౻原ຑ子ɼ
Ӭ田ժٱ美ɼ立ੴ容子ɽ4LZQF によるࡏ୐療養
者参Ճ型コミュχέーション演習ɽ看護教育ɽ
2�2����7PM���1�/P����

４）�૬๾رࠤ子ɼय़田Ղ代ɼਡ訪美ӫ子他ɽܶஂ員
໛ٖױ者を活用したリアリティある実習への௅
ઓɽ看護教育ɽ2�21���7PM���2�/P��1�

ʲ஫ऍʳ

̍）学຿情報システϜ
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